
 

 

 

 

 洞峰学園だより洞峰学園 

                         令和７年３月３日発行 

令和６年度がもうすぐ修了 一年間で大きく成長しました 

 冬の寒さが和らぎ、春の訪れを感じる今日この頃、早いもので今年度も締めくくりの時期になりました。 
２月20日（木）に第３回洞峰学園コミュニティー・スクール協議会を行いました。各校の学校評価アンケー
トの結果について情報共有し、「発達段階をふまえた、次年度の評価項目」をテーマに熟議し、次年度に向
けた建設的な御意見をいただきました。 
 保護者や地域の皆様の温かい御支援をいただき、児童生徒は安心して学校生活を送ることができました。
学園職員一同、心から感謝申し上げます。残りの日数を、一年間でどう成長したかを振り返り次年度に向け
た準備をしてまいります。今後とも御理解・御協力の程、よろしくお願いいたします。 
 

各学校の取り組み紹介 
【小野川小学校】 
消防訓練で火事について考えました 

  
２月

３日(
月)に
消防署

の方々をお招きし、避難訓練を実施しました。今回の訓
練は実施時刻を子どもたちには伝えず、それぞれの場所
で対応その後非難するというものでした。避難完了後、
消火器体験や煙体験、消防車両見学を行いました。煙で
前が見えなくなることに驚いたり、数メートル先の的に
水を当てたりすることに集中する等、火事の恐ろしさに
ついて改めて考えた1日でした。 
PTA授業参観がありました 

 ２月１４日（金)
にPTA授業参観が行
われました。４年
生は２分の１成人
式を行い、リコー

ダー演奏や合唱をしたり、自分の夢を発表したりしまし
た。６年生は、保護者とともに思い出の写真を振り返っ
たり、一緒にレクを行ったりしました。どの学年も思い
出に残る授業参観となりました。 

【二の宮小学校】 
芸術鑑賞会 

 1月3１日（金）、劇団「風
の子」による演劇「とんから
り」を観劇しました。昔の町
の物売りの様子や、生活や遊
び、季節の行事などが歌や踊
りで楽しく表現され、子供た
ちは、驚いたり笑ったりしな
がら夢中になって見ていまし

た。小道具の動きや俳優の表情で道や川がそこにある
ように感じてしまうほどの迫力でした。 

学年末PTA授業参観及び授業参観 

 ２月 21 日（金）に学年末の授業
参観と学年懇談会を行いました。1
年間の学習の成果発表会や、未来に
向けての新たな決意発表会などを
公開しました。 

また、5 年生では NPO 法人カタリ
バのスタッフに
も協力いただいて「親子でルールメ
イキング」に取り組みました。 
 オープンスペースには版画や書写
の作品が掲示され、児童の成長が 
感じられる機会となりました。 

【東小学校】 
445 名の児童の皆さん、１年間よく頑張りました。 
「みんなが楽しい学校」を目 

指し、たくさん笑って、たくさ 

ん学んだこの１年。子供たちは 

心身共に強くたくましく成長し 

てきました。友達への思いやり 

や家族や先生たちへの感謝の気 

持ちをもって生活できたことも素晴らしかったです。 

本年度本校では「傾聴する活動の工夫」に力を入れま
した。子供たちが多様な人々と協働し、よりよい人間関
係を築いていけるよう「話を聞く態度」の大切さを伝え、
改善に努めてきました。授業や学級活動において、子供
たちの「傾聴」の姿が徐々に向上しています。今後も継
続して努力・実践していきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

学校支援ボランティア・出前授業へのご協力、あり
がとうございました。 
 ２月末現在、延べ約 480 名の保護者や地域住民の皆さ
んが学校支援ボランティアや出前授業にご協力してくだ
さいました。心温かな保護者の皆さんや経験豊かな地域
人材に育まれ、東小の子供たちは本当に幸せです。 

【谷田部東中学校】 
７学年茶道体験学習 
２月５日（水）裏千家茶道

教室の講師の先生方をお招
きし、茶道体験学習を行いま
した。写真には海外の要人を
おもてなしする際に考案さ
れた「立礼（りゅうれい）」
という椅子に座って行うお
点前を見学しているところです。なかなかみることがで
きない茶道のﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ見学に加え、自分で抹茶を点て
て飲む体験を行いました。目で見て、また実際に飲んで
味わう体験を通して、美しい日本の伝統文化である茶道
を深めることができました。 

 
全国大会第３位に輝きました!!  
 ２月１日（土）第２４回全
国中学生創造ものづくり教育
フェア創造アイデアロボット
コンテスト全国中学生大会が
開催されました｡「基礎部門
第３位」「公益財団法人 つ
くば科学万博記念財団理事長
賞」の２つの賞を受賞しました。競技用ロボットは何度
も試行錯誤を繰り返しながら努力を重ねより精度を高め
ました。その努力が実り、素晴らしい成績を残すことが
できました。 


